
歴史･建築解説付きで
邸内を回る

昼食と食文化
セミナー

博物館の
解説付き見学

上杉伯
爵邸

再建100年記念事業

令和7年6月7日土

100年の時を開く
上杉伯爵邸

上杉
博物館
コラボ

限定
公開の
場所も！

上杉伯爵邸は、明治29年（1896）、最後の米沢藩主上杉茂憲伯爵の邸宅として建てられましたが、

大正8年（1919）に焼失しました。

その後、大正14年（1925）に、当時の上杉家当主上杉憲章伯爵の邸宅として再建され、今年で100年を迎えます。

米沢藩主上杉家の伝統を受け継ぐ建物は、国の登録有形文化財となっています。

その魅力を満喫できる、歴史と建物好きな方に贈る特別プログラムを実施しました。 
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上
杉
伯
爵
邸
は
近
代
和
風
住
宅
で
、
現
在

は
米
沢
の
味
と
文
化
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け

る
特
別
な
お
食
事
処
と
し
て
、
人
々
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
細
か
く
見
て
み
る
と
日
本

風
の
意
匠
を
備
え
な
が
ら
も
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
ガ
ラ
ス
、
鉄
と
い
っ
た
新
し
い
材
料
、

西
洋
風
の
デ
ザ
イ
ン
を
加
味
し
た
建
物
で
あ

り
、
百
年
の
歴
史
を
感
じ
る
興
味
深
い
空
間

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

米
沢
城
の
本
丸
御
殿
の
図
面
を
見
て
み
る

と
、
玄
関
か
ら
家
臣
の
詰
め
所
、
控
え
の
間
、

三
ノ
間
、
二
ノ
間
、
一
ノ
間
と
い
う
よ
う
に
、

歴
史･

建
築
解
説
付
き
で

邸
内
を
回
る

江
戸
時
代
か
ら
近
代
の

空
間
秩
序
を
受
け
継
ぐ

「歴史的建造物の保存と活用に関する
研究」「歴史的建造物の設計方法（木
割）に関する研究」を行っており、様々
な学会・委員会に所属し東北を中心と
して活躍している。

◀庭に面した廊下のガ
ラス戸脇には、上杉邦
憲氏がまだ小さくハイ
ハイをしていた頃、落
下防止の柵を母の敏子
氏が取り付けた釘の跡
が残っています。

▲上杉伯爵邸に残る杉戸絵。作者は未詳ですが、松の葉や鶴の毛は立体的かつ写
実的に描かれ、相応の技量のある人物と考えられます。江戸時代の伝統を受け継
ぎ、表と奥の空間を分ける境界に杉戸があることが特徴です。

◀▼庭から建物を眺めるこの場所は、玄関脇から、大広間、御二階、仏間など、
建物の特徴がしっかり分かり、昔も今もフォトスポットとなっています。上杉家
では、伯爵を中心に、団体集合写真を撮っています。訪れた際にはこの場所で
ぜひ記念写真を！

▲上杉伯爵邸で最も上位空間の御二階。柱には貴重な檳榔樹が使用されています。
びんろうじゅ

山形大学工学部教授
　永井康雄氏

奥
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、
上
位
空
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。
上
杉
伯
爵
邸
も
そ
の
空
間
秩
序

を
引
き
継
い
で
お
り
、
表
向
き
の
空
間
と
、

貴
賓
の
方
が
訪
れ
る
空
間
、
女
中
部
屋
や
台

所
と
い
っ
た
家
政
機
関
的
な
空
間
、
家
族
が

過
ご
す
住
居
部
分
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
床

の
間
に
用
い
ら
れ
た
柱
の
材
質
や
、
欄
間
の

デ
ザ
イ
ン
、
ガ
ラ
ス
の
使
い
方
の
違
い
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
座
敷
の
位
置
づ
け
や
用
途
が
分

か
り
ま
す
。
子
ど
も
部
屋
の
柱
に
は
生
活
感

を
感
じ
る
傷
も
。
大
正
十
四
年
に
は
、
当
時

皇
太
子
だ
っ
た
昭
和
天
皇
が
米
沢
を
行
啓
さ

れ
た
際
、
二
階
の
貴
賓
の
間
は
食
堂
と
し
て

使
わ
れ
ま
し
た
。

ら
ん 

ま

昭和 11年　上杉憲章夫妻を囲む集合写真（米沢市上杉博物館蔵）
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明
治
四
年
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
上
杉
家
は

米
沢
を
離
れ
、
東
京
に
移
り
住
む
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
米
沢
城
は
廃
城
と
な

り
城
内
の
建
物
は
撤
去
、
松
岬
公
園
と
上
杉

神
社
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。
明
治
二
十
年

代
に
な
り
政
府
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
と
、

上
杉
家
は
米
沢
へ
の
再
移
住
を
進
め
ま
し

た
。
そ
れ
が
明
治
二
十
九
年
、
最
後
の
米
沢

藩
主
上
杉
茂
憲
伯
爵
の
邸
宅
と
し
て
建
て
ら

れ
た
、
上
杉
伯
爵
邸
で
す
。
し
か
し
大
正
八

年
四
月
、
茂
憲
が
死
去
し
、
息
子
の
憲
章
が

跡
を
継
い
だ
翌
月
、
米
沢
市
内
西
方
で
発
生

し
た
大
火
に
よ
り
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。

焼
け
跡
の
様
子
を
写

し
た
絵
葉
書
に
は
、

土
蔵
が
映
り
込
ん
で

お
り
、
向
き
が
異
な

る
も
の
の
現
存
す
る

土
蔵
と
同
じ
も
の
で

は
な
い
か
と
の
こ

と
。
大
正
の
大
火
の

避
難
記
録
が
残
っ
て

お
り
、
上
杉
家
の
宝

博
物
館
の

解
説
付
き
見
学

上
杉
伯
爵
邸
の
歴
史
と

背
景
を
知
る

米沢市上杉博物館学芸員
佐藤正三郎氏

特別展「上杉家の御殿」展示風景

専門は日本近世史、アー
カイブズ学。今回、特
別展「上杉家の 御殿」
を担当。その他の担当
展示として「上杉鷹山の
生涯」「米沢城　上杉氏
の居城」他。

「松﨑城堞図」
複製販売中

江戸時代の「松﨑城堞図」を元に編集された「米
沢城跡散策マップ」が配られ、当時と現在の位
置関係についてお話を伺いながら、想像を膨ら
ませ楽しみました。

まつがさきじょうちょうず

物
が
現
存
す
る
の
は
土
蔵
に
保
管
し
た
お
か

げ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
大
正

十
四
年
に
、
当
時
の
上
杉
家
当
主
上
杉
憲
章

伯
爵
の
邸
宅
と
し
て
再
建
さ
れ
た
の
が
、
現

在
の
伯
爵
邸
で
す
。
ツ
ア
ー
で
は
明
治
期
、

大
正
期
の
建
物
の
写
真
と
図
面
を
見
比
べ
な

が
ら
、
異
な
る
部
分
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
再
建
さ
れ
た
建
物
の
設
計
は

中
條
精
一
郎
。
米
沢
藩
の
中
級
藩
士
の
家
柄

で
、
父
も
祖
父
も
上
杉
家
の
殿
様
の
側
近
く

に
仕
え
、
精
一
郎
は
憲
章
と
共
に
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
に
留
学
し
て
い
ま
し
た
。
近
年

の
調
査
で
、
屋
根
の
上
か
ら
大
正
十
二
年
と

い
う
記
録
、
再
建
時
の
棟
梁
江
部
家
よ
り
貴

重
な
図
面
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
で
は
江
戸
時
代
の
米
沢
城
と
江
戸

藩
邸
、
伯
爵
邸
の
図
面
や
記
録
を
見
学
し
ま

し
た
。
今
後
も
調
査
を
進
め
、
文
化
財
の
価

値
向
上
、
活
用
を
目
指
し
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
く

そ
う
で
す
。

\ さらによくわかる！ / \ ツアーでも使用 /

展覧会の内容を
簡単にまとめた映像は、
情報ライブラリーで
無料で閲覧できます。
展示図録も同館にてご覧いただけます。

詳細はQRを
クリック（タップ）
してください

詳細はQRを
クリック（タップ）
してください

「上杉家の御殿」

伯爵邸略図

米沢城の間
取りや由緒、
逸話、修繕の
様子まで、本
丸・二の丸の
秘密が丸わ
かりな絵図の
複製。 

米沢市上杉博物館 特別展連携
事業 会期：2025年4月19日～ 6月22日 
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https://www.uesugi-museum.shop/?pid=186011624
https://www.denkoku-no-mori.yonezawa.yamagata.jp/140goten.html


　

米
沢
城
内
で
行
わ
れ
た
、
鷹
山
の
結
婚
祝

い
の
お
膳
を
軸
に
、
鷹
山
に
ま
つ
わ
る
献
立

や
、
現
代
の
特
産
で
あ
る
米
沢
牛
、
さ
く
ら

ん
ぼ
な
ど
が
加
え
ら
れ
、
当
時
を
想
像
し
な

が
ら
食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。
海
の
な
い
米

沢
で
海
産
物
は
と
て
も
貴
重
な
も
の
で
し

た
。
鮭
は
塩
漬
け
に
、
鯛
は
傷
み
を
考
慮
し
、

人
数
分
よ
り
多
く
運
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
冷

や
汁
は
謙
信
が
戦
に
も
持
参
し
た
料
理
と
言

い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
鷹
山
の
時
代
に
は

た
っ
ぷ
り
野
菜
が
加
え
ら
れ
、
健
康
を
考
え

食
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
鷹
山
が
進
め

た
「
か
て
も
の
」
の
本
は
レ
シ
ピ
本
で
は
な

く
、
飢
餓
に
備
え
る
た
め
、
食
べ
ら
れ
る
山

菜
や
野
草
を
紹
介
す
る
本
。
食
べ
方
の
工
夫

や
食
に
対
す
る
精
神
は
今
も
郷
土
料
理
に
活

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
代
藩
主
上
杉
鷹
山
に

ま
つ
わ
る
献
立
を
い
た
だ
く

潮
仕
立

鯛菊
花

葱青
柚
子

味
噌
仕
立

大
根

占
地

茄
子

御
向
付

自
家
製
羊
羹

さ
く
ら
ん
ぼ

上
杉
藉
田
米

つ
や
姫

イ
ク
ラ

◀この日頂いたお米は「上
杉藉田米」。江戸時代中期、
財政難や飢餓に見舞われた
破綻寸前の米沢を救いたい
と、鷹山は自ら田に入り鍬を
持ち「藉田の礼」という儀式
を行いました。どんなに辛くても

あきらめず道を拓くという心意気
は、今も生産者によって受け継がれ、祈
念行事などを行い栽培されています。

一部料理は伯爵邸献膳メ
ニューでもお召し上がり
いただけます。

上杉伯爵邸代表である遠藤勲に
よる食文化解説

◀再現の根拠となった
実際の古文書の一部
「八月廿三日御吉辰二
付御婚礼御用諸事量
帳」（米沢市上杉博物
館蔵）
「御汁　たい　青柚子」
と記載されています。

３
昼
食
と

食
文
化
セ
ミ
ナ
ー

洗
い

米
沢
鯉

穂
紫
蘇

酢
味
噌

御
吸
物

御
水
菓
子

酒
煮

米
沢
牛
味
噌
仕
立

里
芋　

さ
や

大
根　

人
参

御
煮
物
椀

水
和
え

う
こ
ぎ
の
冷
汁

干
貝
柱　

塩
引
寿
司

御
祝
鉢

御
汁

か
す
漬

窪
田
茄
子

御
香
物

御
飯

鯛
の
塩
焼

い
り
海
老

う
こ
ぎ
の
切
和
え

御
焼
物

古文書を基に
鯛と青柚子を使用し、
再現された御汁


